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性に関する指導についての実態調査と
これからの性に関する指導の在り⽅の検討

田 之 上 啓 太
（京都市立大宅小学校）

奥 村 菜 ⽉
（京都市立東山総合支援学校）

１ ．研究の背景と目的
⽇本の性に関する指導の歴史は，1947年 １ ⽉
⽂部省社会教育局が各都道府県あてに出した
「純潔教育の実施について」１）という通達からは
じまる。山本ら２）は性に関する指導の歴史的変
遷について⽂献検討を⾏ない，わが国の性に関
する指導は道徳的な側⾯が強調された時代，⽣
理的側⾯が強調された時代を経て，現在に至る
と整理した。
1999年に⽂部省が「学校における性に関する
指導の考えかた・進め⽅」３）を刊⾏し，掲げた性
に関する指導の基本的な⽬標は，「男性または
⼥性としての⾃⼰の認識を確かにさせる」，「⾃
⼰尊重，男⼥平等の精神に基づく豊かな男⼥の
⼈間関係を築くことができるようにする」，「家
庭や様々な社会集団の⼀員として直⾯する性の
諸問題を適切に判断し，対処する能⼒や資質を
育てる」の ３つであった。そして，当時は
HIV・AIDS が課題であったため，HIV・
AIDS の予防教育が中⼼であった。

しかし，2000年に「思春期のためのラブ＆ボ
ディBOOK」４）の回収・絶版をはじめとする性に
関する指導のバッシングが⾏われた。そして，
2003年に東京都の七⽣養護学校が過激な性に関
する指導を⾏ったと，当時の教職員が厳重注意
処分を受ける事件５）が起きた。七⽣養護学校は，
性器の名前が⼊った「からだうた」や性器の模
型を教育に使⽤していたことが過激であるとさ
れた。この事件以降，各学校で使⽤していた家
族⼈形を廃棄せざるをえなかった。これらのよ
うな性に関する指導のバッシングは，「寝た⼦
を起こすな」という考え⽅のもとで⾏われてお
り，性に関する指導は学校現場から遠ざけられ，
下⽕となった。
近年，新たな性感染症の出現や若年感染者の
増加，若年層の妊娠・出産・⼈⼯妊娠中絶の増
加が問題として挙げられている。その背景には，
初交年齢の低年齢化や情報化社会で⼦どもたち
が気軽に性情報を⼿に⼊れられる環境となった
ことが挙げられる。性感染症の最近の動向は，

Ａ市教育委員会主催の研修会に参加した教員を対象に，性に関する指導について調査したところ
以下の結果を得られた。①96. 0％の教員が性に関する指導を⾏っていた。②教育内容は，思春期の
体の変化や命の誕⽣など教科書に書かれている内容が多く，性加害や性⾏為など教科書に書かれて
いない内容は実施している教員が １割以下であった。③教員が希望している教材は，パワーポイン
トや指導案，ワークシートであり，その他の記述で，外部講師の紹介リストという回答が見られた。
④性に関する指導を⾏っていない教員の理由は，「どう教えていいかわからない」などの教員⾃⾝
の問題と「他のことを教える時間や業務で⼿⼀杯である」という教員の環境の問題が挙げられた。
⑤教員が性に関する指導を実施できるようなDVD教材や指導案，パワーポイントが求められてい
た。
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減少傾向となっているが，現在も15歳から19歳
の感染者が⼀定数いる６）。
2001年より厚⽣労働省が掲げている「健やか
親⼦21」政策７）では，性に関する指導について，
男⼥の関係や相互理解の必要性を説明するとと
もに，避妊⽅法等も含めた説明も⾏ない，⽣命
の尊さや⾃分たちが将来，⼦育ての当事者にな
ることの⾃覚を促すことが必要であると述べら
れている。
また，⽇本学校保健会は「学校保健の動向─
平成23年度版」８）の中で，「性教育」という⽤語
の定義があいまいなまま使⽤され混乱している
現状を踏まえ， ２次性徴の発現や⽣殖機能の成
熟，受精や妊娠，性器（⽣殖器）の構造や⽉経，
射精，性⾏動，性感染症など直接「性」に関連
する事柄を内容とする狭義の「性教育」に加え，
⽣命尊重，性⾏動に関わる危険（リスク）を認
識し，回避する態度や望ましい⼈間関係を築く
能⼒の育成などその基礎となる教育を含む広義
の概念としてとらえ，今後は「性に関する教
育」と呼び，その推進を図ることとすると説明
している。
2016年に⽂部科学省も，中央教育審議会答申
で，性に関する指導について，発達段階を踏ま
え，⼼⾝の発育・発達と健康，性感染症等の予
防などに関する知識を確実に⾝に付けること，
⽣命の尊重や⾃⼰及び他者の個性を尊重すると
ともに，相⼿を思いやり望ましい⼈間関係を構
築することなどを重視し，これらを関連付けて
指導すること，また，学校全体で取り組み，家
庭の理解を得ながら指導するとともに，集団指
導と個別指導の連携を密にして効果的に⾏なう
ことができるように指導の在り⽅の改善を図る
９）と述べている。
本研究では，「性に関する指導」の研修会に
参加した幼稚園，小学校，中学校，⾼等学校の
教員を対象にアンケートを⾏ない，性に関する
指導の具体的な実態調査をし，今後の性に関す
る指導の在り⽅を検討した。

２ ．対象と方法
⑴　対象
2019年 ８ ⽉に開催されたＡ市の「性に関する
指導」についての研修会に参加した幼稚園・小
学校・中学校・⾼等学校の教員を対象とした。
⑵　⽅法
性に関する指導について無記名⾃記式質問紙
調査を実施し，299⼈から回答を得た。調査項
⽬は，対象者の属性（所属校種・職種・年齢・
教職経験），性に関する指導の実施の有無，実
施内容，実施理由，実施時間，指導者，教材等
である。
⑶　倫理的配慮
研究に先立ち，研究の⽬的，概要，回答は⾃
由であること，プライバシーの保護，データ管
理は厳重に⾏なうこと等の倫理的配慮について
研修会を開催するＡ市の教育委員会に，⼝頭と
⽂章にて説明した。教育委員会の承諾を得た後，
教員に説明を明記した協⼒依頼⽂を調査票とと
もに配布した。調査票に回答することをもって，
協⼒への同意とした。調査で得た個⼈的データ
は，厳重に保管し匿名性を保持できるように記
号化しデータ処理を⾏った。

３ ．結果
⑴　回答者の属性
①校種
幼稚園 １⼈（0. 3％），小学校192⼈（64. 2％），

中学校88⼈（29. 4％），⾼等学校12⼈（4. 0％），
特別支援学校 ０⼈（ ０％），未回答 ７名（2. 3％）
であった。
②職種
養護教諭224⼈（74. 9％），⼀般教諭54⼈

（18. 1％），保健体育教諭16⼈（5. 4％），無回答
が ５名（1. 6％）であった。
③）年齢
20代66⼈（22. 1％），30代90⼈（30. 1％），40
代54⼈（18. 1％），50代71⼈（23. 7％），60代13
⼈（4. 3％），無回答が ５名（1. 6％）であった。
④教職経験
１ ～ ５ 年66⼈（22 . 1％）， ６～10年90⼈

（30. 1％），11～15年54⼈（18. 1％），16～20年
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71⼈（23. 7％），21～30年13⼈（4. 3％），無回
答が ５名（1. 6％）であった。
⑵　性に関する指導を実施している教員の結果
①実施の有無
「実施している」が287⼈（96. 0％），「実施し
ていない」が ８⼈（2. 7％），無回答が ４⼈
（1. 3％）であった。
②実施内容（複数回答）
最も多い順に，「思春期の体の変化」230⼈
76. 9％，「命の誕⽣」206⼈（68. 9％），「初経・
⽉経のしくみ」199⼈（66. 6）％，「思春期の⼼
の変化」187⼈（62. 5％）であった（表 １）。
③実施理由（複数回答）
「⼦どもたちの健康にとって必要なことだか
ら」231⼈（77. 3％）が最も多く，次いで，「授
業で実施する内容で教科書にあるから」177⼈
（59. 2％），「学校の状況にとって必要なことだ
から」65⼈（21. 7％），「⼦どもたちが興味を
もっていたから」33⼈（11. 1％）であった。そ
の他では，「⼦どもたちがこれから⽣きていく
上で正しい知識を⾝につけてほしいから」，「ゲ
ストティーチャーの授業として毎年取り組んで
いるから」，「宿泊⾏事前に⽣理⽤品を持ってく
るよう伝えるため」，「親からの相談があったか
ら」，「⼦どもたちの命を守るために必要なこと
だから」があげられた（表 ２）。
④実施時間（複数回答）
最も多い時間は，体育（保健体育）の時間で
221⼈（73. 9％），次に総合的な学習の時間と特
別活動が共に169⼈（56. 5％）であった。その
他では，「道徳の時間」，「健康診断の時」，「家
庭科」，「各教科」，「全ての教育活動」があげら
れた。
⑤授業者（複数回答）
最も多い授業者は，学級担任229⼈（76. 6％）
であった。次に養護教諭209⼈（69. 6％），外部
講師104⼈（34. 8％），保健体育科教諭71⼈
（23. 7％）であった。その他として，学年教員，
学⽣ボランティアなどさまざまな⼈が授業を
⾏っていた。
⑥使⽤教材（複数回答）
教科書206⼈（68. 9％），視聴覚教材204⼈

表 １　実施内容

教育内容 ⼈ ％

思春期の体の変化 230 76. 9

命の誕⽣ 206 68. 9

初経・⽉経のしくみ 199 66. 6

思春期の⼼の変化 187 62. 5

命の大切さ 176 58. 9

初経・⽉経の⼿当て 163 54. 5

射精・精通のしくみ 146 48. 8

⾝体の清潔 123 41. 1

エイズ  94 31. 4

性感染症  82 27. 4

出産  71 23. 7

妊娠  69 23. 1

男⼥交際  68 22. 7

⽇常⽣活のルール  63 21. 1

性の多様性  62 20. 7

コミュニケーション  61 20. 4

デートDV  48 16. 1

⼈間関係  45 15. 1

⾝だしなみ  40 13. 4

避妊  40 13. 4

射精・精通の後始末  37 12. 4

性被害  35 11. 7

⼈⼯妊娠中絶  34 11. 4

性情報  30 10. 0

男⼥の性の役割  29  9. 7

性⾏為  27  9. 0

⾃立と共⽣  27  9. 0

性加害  24  8. 0

将来・キャリア  17  5. 7

マスターベーション  11  3. 7

その他   ７  2. 3
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285⼈（95. 3％）であった。その他では，「⾚
ちゃん⼈形などの体験ができるもの」，「時代に
合った DVD」，「外部講師の紹介リスト」，「初
めての⼈でも取り組めるような教材」，「動画や
ストーリーになっているもの」があげられた
（表 ４）。

⑶　性に関する指導を実施していない教員の結
果
「性に関する指導」の研修会での調査だった
ため，性に関する指導を実施していない教員が
少なかったが，実施していない教員 ８名の内訳
は，養護教諭 ４⼈（50. 0％），保健体育科教諭
２⼈（25. 0％），⼀般教諭 ２⼈（25. 0％）であっ
た。
実施していない理由として，「⼦どもにとっ
て必要だと分かっていてもやることが多い」や
「知識不⾜を理由に実施できていない」状況だ
とわかった。その他では，「どう教えていいか
わからない」，「指導書がない」，「バッシングの
時期以降なかなか積極的にできない」，「保健室
の業務だけで⼿いっぱいだから」という理由が
あげられた。

４ ．考察
⼦どもたちが，⽣涯にわたって健康な⽣活を
送るためには，健康に関する正しい知識を習得
させるとともに，思考⼒や判断⼒を育て，⽣涯
を通じて健康な⽣活を営むことのできる資質や
能⼒を育てることを⽬的とし，保健教育を中⼼
として教育活動全体を通じて推進を図ることが

表 ４　希望教材

希望する教材 ⼈ ％

パワーポイントによる資料 231 77. 3

指導案 195 65. 2

ワークシート 160 53. 5

リーフレット  88 29. 4

その他  21  7. 0

現在のもので充分  14  4. 7

（68. 2％）が多かった。使⽤していないと回答
した⼈が ０⼈だったため，なにかしら教材を⽤
いて性に関する指導を⾏っていることがわかっ
た。その他では，「たまごクラブ」の妊娠過程
の胎児の写真，妊婦さん本⼈などがあげられた
（表 ３）。

⑦希望教材（複数回答）
パワーポイントによる資料が231⼈（77. 3％）
と最も求められていることがわかった。次いで，
指導案195⼈（65. 2％），ワークシート160⼈
（53. 5％），リーフレット88⼈（29. 4％）であっ
た。現在のもので充分だと考えていない⼈が

表 ３　使用教材

使⽤している教材 ⼈ ％

体育（保健体育）の教科書 206 68. 9

パワーポイント，DVD，TV
録画等の視聴覚教材 204 68. 2

⾚ちゃん⼈形等の教材 112 37. 5

⾃主教材 104 34. 8

講師作成の資料  81 27. 1

教科書と教科書以外の副読本
（パンフレット等）  65 21. 7

妊婦体験キット  48 16. 1

教科書以外の副読本  24  8. 0

その他   ９  3. 0

特に使⽤していない   ０  0. 0

表 ２　実施理由

実施理由 ⼈ ％

⼦どもたちの健康にとって必
要なことだから 231 77. 3

授業で実施する内容で教科書
にあるから 177 59. 2

学校の状況にとって必要なこ
とだから  65 21. 7

⼦どもたちが興味をもってい
たから  33 11. 0

その他  16  5. 4
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重要である。
性に関する指導を実施するにあたっては，児
童⽣徒等の発達段階を踏まえ，実態に応じた指
導が必要であることから，全教職員の共通理解
のもと校内体制を整えるとともに，学校全体の
指導計画に基づく組織的，系統的な指導を⾏う
こと，また保護者の理解を得て集団指導と個別
指導を効果的に組み合わせ，指導の充実を図る
ことが重要となる10）。
近年，都市化，少⼦⾼齢化，情報化，国際化
などにより，⼦どもを取り巻く社会環境や，⽣
活環境は大きく変化している。
また，「⾝体的，⽣理的な発育発達が早まっ

ていること」や「性に関する意識や価値観が多
様化していること」，「性に関する情報の⼊⼿が
容易となったこと」などから，性に関する課題
は多種多様であり多岐にわたっていると言える。
⼦どもたちが，それらの「性に関する課題」
に対応するためには，正しい知識を⾝に付ける
だけでなく，⾃ら考え適切な意思決定と⾏動選
択できる⼒を育むことが重要であり，また，⾃
⼰や他者を認め尊重する態度の育成が不可欠で
ある。
性に関する指導を通じて，⼀⼈ひとりが⾃分
の良さや可能性を認識するとともに，あらゆる
他者を価値のある存在として尊重すること，⼈
間関係の課題を見い出し，解決するために話し
合い，よりよい⼈間関係の育成を図ることは，
これからの時代に求められる資質・能⼒の育成
につながるものと言える。
本研究より，性に関する指導を学校現場で進
めるために， ２つの課題を見出した。 １つ⽬は，
教員⾃⾝の課題である。 ２つ⽬は，外部講師の
性に関する指導が学校現場で求められているが，
推進できていない状況である。
１つ⽬の教員⾃⾝の課題では，今回は「性に

関する指導」の研修会での調査だったため，性
に関する指導を⾏なっていない教員が低率で
あったが，⾏なっていない理由は，性に関する
指導についての勉強ができていないが ５割と多
かった。これは，⾃由記述により，性教育バッ
シングが⾏われて以来，学校現場で積極的に性

教育が⾏われなかった背景があるとわかった。
年齢の若い教師は，⾃分の⼦ども時代に積極的
な性教育を受けてきていないため，どのように
すればいいか分からないということが挙げられ
る。
また，現在の学習指導要領には膨大な学習カ
リキュラムが組まれているため，性に関する指
導について教師⾃⾝が勉強している時間がない
ということもあげられる９）。教員が性に関する
指導について学ぶためには，学校内では養護教
諭や保健主事，性教育主任が連携して，教員に
向けた性に関する指導の研修会や⼦どもたちを
対象とした性に関する調査を⾏なうことが有効
だと考える。
学習指導要領解説（特別活動編）では，思春
期の⼼と体の発達や性については，「個々の⽣
徒の発達の段階や置かれた状況の差異が大きい
ことから，事前に，教職員が，集団指導と個別
指導の内容を整理しておくなど計画性をもって
実施する必要がある。また，指導の効果を⾼め
るため養護教諭やスクール・カウンセラーなど
の専門的な助言や協⼒を得ながら指導すること
も大切である」と記載されている11）。
養護教諭は，健康相談等を通して，⼀般教諭
より学校全体の⼦どもたちの性に関する実態を
把握していると考える。養護教諭が⼦どもたち
の性に関する実態を学校保健委員会等で情報発
信し，性に関する指導の必要性を訴えていくこ
とが求められる。例えば，学校保健委員会で性
に関する指導についての研修会を⾏ったり，産
婦⼈科医等を招聘し講演会を⾏なうことで，学
校内で教員が性に関する指導についての研修を
深めることが大切である。
２つ⽬の課題は，外部講師による性に関する

指導が学校現場で求められていることである。
調査結果から，性に関する指導の授業者のうち
外部講師は，約 ３割であった。現状では，外部
講師による授業があまり進められていないと考
える。
2019年 ３ ⽉16⽇に，東京都の都議員は，東京
都議会本会議で「不適切な性教育が⾏われてい
る」と⾜立区の中学校で⾏われた⼈権教育の⼀
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環としての性教育を批判した。東京都教育委員
会はそれに対し，「検証を徹底的に⾏い，適切
に実施されるよう指導する」と答弁した。しか
し，半年経った ９⽉11⽇の毎⽇新聞12）の記事に
よれば，都教委は「同校の指導内容に変更を求
める考えはない」とし，授業を容認する姿勢を
示した。これは，都民の「中学⽣にも性交，避
妊，⼈⼯妊娠中絶，性感染症，性暴⼒等，大切
なことをしっかり教えるべき」という圧倒的な
世論に押されての結果とみるべきだろう。
こういった世論（=保護者）の期待に答える
には，今すぐの対応としては外部講師による性
に関する指導が考えられるが，⻑野県の教育委
員会13）の報告では，外部講師の活⽤について，
「講師の⼿配，謝⾦，授業時間の確保等に困難
があり，積極活⽤できていない」，「学校からの
要望は伝えやすいが，児童の実態を伝えること
が難しい」，「講師に関する情報が不⾜」，「事前
に打ち合わせの時間が⼗分に取れない」，「事後
の指導時間も取れない」などといった課題が挙
げられている。以上のような課題は，今回の調
査の⾃由記述にも同様のことが書かれていた。
これらの課題の解決策には，それぞれの学校の
⼯夫が求められることが現状である。授業時間
の確保については，学習指導要領に則って授業
を⾏っているため現実は厳しい状況である。し
かし，講師の情報が不⾜しているということに
ついては，養護教諭がコーディネーターとなり
地域の医療機関と連携を図ることで解決できる
と考える。教員と外部講師をつなぐことは養護
教諭の大切な役割の⼀つである。外部講師によ
る性に関する指導は⼦どもたちの⾝体を守るた
めに，有効な⼿段だと考える。養護教諭は，学
校の中で⼀番の⾝体の専門家として，性に関す
る指導を推進していかなければならない。その
ため，養護教諭は常に最新の情報を取り⼊れる
努⼒をすべきである。学校内の連携を進めてい
くと，全教員で⼦どもたちの性の実態を把握す
ることができる。これが，性に関する指導の前
段階の中で最も大切だと考える。性に関する指
導は，⼦どもの実態や発達段階に合わせた内容
を⾏なうことが適切である。

今回の調査は，Ａ市が「性の多様性」につい
ては⼈権教育として扱っているため，調査項⽬
には⼊れていない。しかし，アンケートの⾃由
記述の欄に，「LGBTQ の⼦どもたちのことも
配慮しながら指導を⾏っていきたい」と書いた
教員が多くいた。近年，性に関する指導におい
て，新たに出てきた課題の⼀つが「性の多様
性」である。⽂部科学省は，2013年全国小中⾼
等学校及び特別支援学校を対象とした「性同⼀
性障がいの実態調査」14）を⾏ない，翌年調査結
果から性同⼀性障害に係る相談が606件あった
ことを公表した。小学校でも93件（15. 3％），
中学校110件（18. 2％），⾼等学校403件（66. 5％）
であり，小学校の低学年の回答でも26件
（4. 3％）もみられ，様々な学齢での困難感を抱
える児童⽣徒が存在することが明らかになった。
「性の多様性」は，教員が実体験として経験し
ていないことが多いと考えられるため，指導は
さらに難しいと考える。性に関する指導を⾏な
う中でLGBTQの⼦どもたちが傷つかないよう
に細やかな配慮が必要である。このように，性
に関する指導はこれからの時代にとても重要な
教育のひとつである。養護教諭が学校の中⼼と
なり性に関する指導を進めていく体制を整え，
⼦どもたちの将来の⼼⾝の健康だけでなく，⾃
尊⼼や相⼿を思いやる気持ちの発達に尽⼒して
⾏く必要があると考える。

５ ．まとめ
Ａ市教育委員会主催の研修会に参加した教員
を対象に，性に関する指導について調査したと
ころ以下の結果を得られた。
①�　96. 0％の教員が性に関する指導を⾏ってい
た。
②�　教育内容は，思春期の体の変化や命の誕⽣
など教科書に書かれている内容が多く，性加
害や性⾏為など教科書に書かれていない内容
は実施している教員が １割以下であった。
③�　教員が希望している教材は，パワーポイン
トや指導案，ワークシートであり，その他の
記述で，外部講師の紹介リストという回答が
見られた。
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④�　性に関する指導を⾏っていない教員の理由
は，「どう教えていいかわからない」などの
教員⾃⾝の問題と「他のことを教える時間や
業務で⼿⼀杯である」という教員の環境の問
題が挙げられた。
⑤�　教員が性に関する指導を実施できるような
DVD 教材や指導案，パワーポイントが求め
られていた。
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